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まめまめクラブ

野
坂
明
典

■　

介
護
保
険
の
介
護
予

防
を
重
視
し
た
改
正
が
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
介
護
度

が
要
支
援
、
介
護
度
一
・
二

度
の
方
が
六
五
％
を
占
め
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

方
た
ち
を
出
来
る
だ
け
介
護

度
が
進
ま
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
町
は

何
か
対
応
す
る
も
の
が
あ
る

か
。

□　

町
長　

南
部
箕
蚊
屋

広
域
連
合
と
連
携
し
制
度
改

正
に
対
応
す
る
。

■　

南
部
箕
蚊
屋
広
域
連

合
は
介
護
給
付
金
の
町
村
負

担
は
一
〇
％
の
均
等
割
と
九

〇
％
の
利
用
町
村
負
担
に
な

っ
て
い
る
。
ス
ケ
ー
ル
メ
リ

ッ
ト
は
殆
ど
な
く
な
っ
て
い

る
。
介
護
予
防
事
業
を
連
合

内
で
す
る
に
は
手
順
を
踏
ん

で
他
町
の
同
意
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
ず
小
回
り
が
き
か
な

い
。
自
己
決
定
・
自
己
責
任

の
立
場
か
ら
も
介
護
保
険
は

南
部
広
域
連
合
か
ら
脱
退
し
、

伯
耆
町
単
独
運
営
を
目
指
す

べ
き
時
期
が
来
て
い
る
と
思

う
が
、
町
長
の
考
え
を
聞
く
。

□　

町
長　

制
度
改
正
の

時
こ
そ
連
合
と
歩
調
を
合
わ

せ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構

成
町
村
の
独
自
性
を
も
兼
ね

備
え
た
施
策
が
必
要
で
あ
り

連
合
は
継
続
し
て
い
き
た
い
。

■　

旧
町
で
学
校
施
設
に

格
差
が
あ
る
よ
う
に
思
う
が

是
正
す
る
考
え
は
な
い
か
。

□　

教
育
委
員
長　

ラ
ン

チ
ル
ー
ム
の
よ
う
な
施
設
の

場
合
は
学
校
改
修
の
時
、
設

備
や
備
品
等
に
つ
い
て
は
急

を
要
す
る
も
の
か
ら
順
次
対

処
す
る
。

■　

合
併
を
期
に
通
学
校

区
を
変
更
す
る
考
え
は
な
い

か
。

□　

教
育
委
員
長　

教
育

委
員
会
が
修
学
す
べ
き
学
校

を
定
め
て
お
り
、
保
護
者
の

申
し
立
て
に
よ
り
相
当
と
認

め
ら
れ
た
と
き
は
変
更
も
可

能
で
あ
る
が
、
今
は
変
更
す

る
考
え
は
な
い
。

■　
三
年
前
に
始
ま
っ
た

「
ゆ
と
り
教
育
」
が
変
更
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
教
育

は
長
い
ス
パ
ン
で
見
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
に
い
さ
さ
か

拙
速
す
ぎ
る
と
思
う
が
見
解

を
伺
う
。

□　

教
育
長　

ゆ
と
り
教

育
の
基
本
理
念
は
変
更
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て

い
る
が
、
学
力
の
向
上
に
は

鋭
意
取
り
組
ん
で
い
く
。

高
塚　

二

■　

植
田
正
治
写
真
美
術

館
の
新
理
事
長
に
就
任
さ
れ

る
が
ど
の
よ
う
に
管
理
運
営

さ
れ
る
の
か
。

□　

町
長　

地
域
の
文
化

振
興
と
活
性
化
を
目
指
し
十

年
が
経
過
し
た
。
全
国
各
地

か
ら
約
三
十
二
万
の
方
々
に

植
田
正
治
さ
ん
の
写
真
文
化

に
触
れ
て
い
た
だ
き
、
本
町

を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
事

が
で
き
た
と
評
価
し
て
い
る

が
、
財
政
的
な
負
担
も
承
知

し
て
い
る
。
管
理
運
営
に
つ

い
て
は
、
議
会
の
意
見
を
求

め
な
が
ら
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

町立写真美術館
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■　

合
併
後
四
年
ご
と
に

町
長
、
議
員
選
挙
が
別
々
に

行
わ
れ
る
。
経
費
削
減
ど
こ

ろ
か
増
え
る
事
に
な
る
と
思

う
が
。

□　

町
長　

試
算
し
て
み

る
と
合
併
前
よ
り
多
少
増
額

に
な
る
。

　

一
月
の
町
長
選
挙
の
実
績

額
で
九
百
万
円
程
度
、
四
月

の
町
議
会
議
員
選
挙
の
予
算

が
千
三
百
万
円
程
度
と
見
込

ん
で
い
る
。
合
併
前
で
は
約

二
千
万
円
、
合
併
後
で
は
約

二
千
二
百
万
円
で
約
二
百
万

円
増
額
に
な
る
。

　

合
併
後
、
仮
に
町
長
、
町

議
会
議
員
を
同
日
に
執
行
す

れ
ば
一
千
七
百
万
円
程
度
に

な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

奥
野　

弘

■　

平
成
十
六
年
四
月
一

日
現
在
の
「
鳥
取
県
男
女
共

同
参
画
マ
ッ
プ
」
に
よ
る
と
、

県
内
市
町
村
に
お
け
る
審
議

会
等
の
女
性
比
率
の
平
均
は

約
二
三
％
・
管
理
職
二
一
％

委
員
会
等
は
一
一
％
と
な
っ

て
い
る
。
伯
耆
町
に
な
っ
て

何
パ
ー
セ
ン
ト
か
。

□　

町
長　

審
議
会
等
の

女
性
登
用
率
は
約
二
五
％
・

管
理
職
は
一
三
％
・
委
員
会

等
は
四
％
と
な
っ
て
い
る
。

■　

審
議
会
等
の
構
成
は
、

同
じ
人
が
い
く
つ
も
の
委
員

に
就
任
し
て
い
な
い
か
。

□　

町
長　

で
き
る
限
り

就
任
の
重
複
は
避
け
た
い
と

は
考
え
て
い
る
が
、
限
ら
れ

た
町
民
数
の
中
で
の
選
任
で
、

あ
る
程
度
の
重
複
は
や
む
を

得
な
い
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

■　

教
育
委
員
会
に
は
平

成
十
六
年
四
月
一
日
現
在
女

性
委
員
が
両
町
に
一
名
ず
つ

と
な
っ
て
い
た
が
、
合
併
に

伴
う
新
委
員
に
女
性
委
員
を

推
挙
し
な
か
っ
た
の
は
何
故

か
。

□　

町
長　

特
に
、
地
域

の
教
育
実
情
や
、
旧
町
の
こ

れ
ま
で
の
経
過
を
十
分
承
知

い
た
だ
い
て
い
る
方
を
と
い

う
点
を
重
視
し
て
選
任
し
た
。

今
後
は
毎
年
委
員
の
改
選
が

あ
る
の
で
、
幅
広
い
視
点
で
、

女
性
の
参
画
も
十
分
念
頭
に

お
き
選
任
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

■　

平
成
十
六
年
度
の
美

術
館
の
実
質
町
負
担
額
は
四

千
九
百
二
十
六
万
円
。
旧
岸

本
町
の
十
六
年
十
二
月
一
日

現
在
の
人
口
七
千
三
百
三
人

が
均
等
に
負
担
す
る
と
六
千

七
百
四
十
五
円
ず
つ
に
な
る
。

今
後
は
、
住
民
負
担
額
を
明

確
に
示
し
、
各
種
会
合
の
場

で
住
民
と
の
対
話
集
会
を
開

催
し
、
住
民
の
意
見
を
聞
き
、

住
民
の
発
想
、
知
恵
の
吸
い

上
げ
に
努
め
て
は
ど
う
か
。

□　

町
長　

現
在
、
写
真

美
術
財
団
運
営
委
員
会
を
設

置
し
、
ご
意
見
、
ご
提
言
を

美
術
館
運
営
に
生
か
し
て
い

る
。
ま
た
、
美
術
館
友
の
会

の
総
会
や
役
員
会
の
際
に
も

ご
意
見
等
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
今
後
は
、
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
等
を
通
じ
て
、
広
く

住
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

勝
部
博
史

■　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
観
点
か
ら
集
落
住
民
と
の

意
見
交
換
会
の
開
催
は
。

廃止となった岸本駐在所
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